
ICPD25 フォローアップに関するアラブ・アジア国会議員会議 

2021 年 3 月 23～24 日  

レバノン・ベイルート 
 

Day 1：会議 
 

「ICPD25 フォローアップに関するアラブ・アジア国会議員会議」が、レバノン国ベイルート市

の会議会場と、アジア及びアラブ地域の参加者をオンラインで結ぶハイブリッド形式で実施され

た。この会議は、アジア人口・開発協会（APDA）主催、人口と開発に関するアラブ議員フォー

ラム（FAPPD）共催、レバノン国民議会のホスト、日本信託基金（JTF）及び国連人口基金

（UNFPA）の後援、国際家族計画連盟（IPPF）の協力で開催された。参加者は、アラブ・アジ

ア各国の国会議員、国内委員会事務局、国連機関、市民社会団体など、15 か国以上から延べ 90

名以上に上った。 

 

 

 
 

 

開会セッション 
 

ピエール・ブアシ議員（レバノン） 

ブアシ議員は、会議の参加者を歓迎し、「アジア・アラブの両地域が人口と開発において達成し

た成果は、今回の会議議題によりさらに進展が図られるだろう。世界は今や一つの小さな村であ

り、パンデミックは数多くの困難をもたらし、世界中に影響を及ぼしている。パンデミックは試

練であるが、初めてのものでもないし、最後のものにもならないだろう」とホスト機関を代表し

て挨拶を行った。 
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増子輝彦 参議院議員／APDA 理事／JPFP 副会⾧（日本） 

増子議員は、主催者であるアジア人口・開発協会（APDA）を代表し、挨拶を行った。以下要旨。 

 

本会議への参加を歓迎し、また UNFPA アラブ地域事務所（ASRO）の継続的な支援に感謝を申

し上げる。現在、世界は困難な状況にあるが、新型コロナウイルスと闘う手段が開発されつつあ

る様子に期待が持てる。持続可能な開発を達成するには、人口問題への取り組みが不可欠である。

新型コロナの感染者は世界で 1 億 1,500 万人を超え、死者は 250 万人以上に達した。一方で、望

まない妊娠で生まれる子どもが年間何千万人にものぼることも忘れてはならない事実である。 

 

本会議ではリプロダクティブ・ヘルス／ライツ（RHR）及びジェンダーに基づく暴力（GBV）

に重点が置かれる。新型コロナのパンデミック下にあって、人的資源及び財源が人口及びリプロ

ダクティブ・ライツのプログラムからコロナ対策に流用されており、その結果、望まない妊娠や

出産がさらに増加し、他の悪影響も増大している。GBV の増加も驚くほどのものとなっている。 

 

 

ルアイ・シャバネ UNFPA ASRO 地域事務所⾧ 

シャバネ地域事務所⾧は、後援機関を代表して挨拶を行った。以下要旨。 

 

アジア及びアラブ諸国国会議員に対し、今回の新型コロナのパンデミックにおける努力に対し感

謝の意を表する。パンデミックが人口に及ぼす影響については多くの研究が行われており、そう

した研究によると、女性が他のいかなるグループよりもコロナの影響を受けている。女性は、と

りわけ医療従事者をはじめ、最前線で働く労働者の 70%を占めている。女性の死亡率はより高く、

高齢者層で顕著である。 

 

最近訪れたイエメンでは、2 時間に 1 人の女性が出産で死亡している。国会議員は、女性のため

の対策を確保する上で極めて重要な役割を担っている。また女性に対する暴力（VAW）の防止

及び処罰に関する法律を制定することが不可欠である。イエメンで面会した、14 歳ですでに離

婚歴のある女性と、27 歳で孫のいる女性の事例を紹介したい。その 27 歳の女性に関しては、夫

と義母は彼女が家を出る決意をするまで虐待した。これは特殊な事例ではなく、アラブ及びアジ

ア地域で類似の事例が数多く見られる。 

 

国会議員は、立法及びプログラムの資金動員において極めて重要な役割を果たすことから、アラ

ブ及びアジアの議員の協働が望まれる。新型コロナにより、⾧年かけて成し遂げてきた成果が後

退したものもあり、効果的な変化を図るためには創造的な方法で取り組むことが不可欠である。 

 

 

タラート・アベド・エルカウィ議員（エジプト） 

エルカウィ議員は、人口と開発に関するアラブ議員フォーラム（FAPPD）のアブデル・ハデ

ィ・アル・カサビ議⾧に代わり会議参加者を歓迎し、「本会議は COVID-19 パンデミックに直

面する両地域にとって極めて重要であり、本会議で打ち出される提言は、国会議員がパンデミッ
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クに効果的に対処するためのロードマップを提示するものとなるだろう。さらにホスト国である

レバノンの安定と繁栄を示す重要な証となる。この会議を通じて有意義な議論が行われ、建設的

なアイディアが生み出されることを期待し、ぜひ次回の会議はエジプトで開催し、皆様を歓迎し

たい」と述べ、挨拶を行った。 

 

 

セッション 1：ICPD25 コミットメント実施の重要性と COVID-19 の影響 
 

タレク・エル＝ナブルシ全権公使／アラブ連盟開発・社会政策部⾧ 

エル＝ナブルシ公使は、アラブ連盟を代表し、講演を行った。以下要旨。 

 

アラブ地域における COVID-19 の影響に関する報告書では、市民への直接的影響、並びに ICPD

アジェンダ及び持続可能な開発のための 2030 アジェンダの実施における優先課題が明らかにさ

れている。報告書は、健康及び環境面への影響を検証し、それが高齢者を含む弱者に及ぼす悪影

響を明らかにしている。アラブ地域では 170 万人が仕事を失い、貧困率が上昇すると推定される。

報告書はまた、中間層が減少し、800 万人が貧困ライン以下に陥るだろうと警告している。パン

デミックが教育制度に及ぼす影響についても明らかにしており、貧困層は機器や技術を利用でき

ず、またデジタル機器への依存は視覚及び聴覚障がい者を不利な立場に置くと指摘している。 

 

報告書はまた、ロックダウン措置の中で、ビジネス及び民間セクター、とりわけマイクロ・プロ

ジェクトと呼ばれる小規模プロジェクトを支援するための各国政府の取り組みや資金援助につい

ても考察している。 

 

さらに報告書は、アラブ連盟加盟国に対し、社会セクター、健康及び人口に関する 4 つの閣僚級

評議会、並びに女性、家族及び児童に関する 3 つの高等委員会の設置を提言している。その他協

力分野としては、科学及び人権に関する対話が含まれる。これらを実現することにより加盟諸国

は、諸国間で協力し、また国連諸機関と連携して活動することができる。 

 

コロナ禍において医療従事者が直面する課題を議論するため、14 カ国の専門家がオンライン会

合を持った。問題の一つとして、個人防護具（PPE）の不足が指摘された。会合のもう一つの目

的は、パンデミック対策の戦略立案であった。参加者及び世界保健機関（WHO）は、パレスチ

ナの人々にはあらゆる保健医療サービスを利用する権利があることを再確認した。アラブ連盟は

また、高官会合を開催し、各国の新型コロナ対策の促進と、UNFPA のガイドラインに従いコロ

ナ禍が障がい者に及ぼす影響の緩和について協議を行った。同会合は、各国のパンデミック対策

に障がい者を取り込んでいく必要があるとの提言を行った。 

 

報告書も、政府のパンデミック対策への障がい者の包摂を提言している。各国政府並びに民間セ

クターの労働者、低所得世帯、失業者及び高齢者をはじめ影響を受けている当事者のために、

様々な技術支援プログラムが設置され、彼らが情報を利用できるようになり、パンデミックの影

響が緩和されるように働きかけた。 
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弱者層に対するサービスのデジタル化が奨励される。女性へのパンデミック影響を軽減するため

の「15 ポイント計画」も策定された。社会セクター部門も、難民キャンプの女性や占領下の女

性を保護する取り組みを開始している。 

 

また、UNFPA の支援を得て、#COVID-19TalkAboutYourStory のハッシュタグの下で新型コロ

ナウイルスに立ち向かう教育キャンペーンを開始した。これは、困難を乗り越えた子どもたちの

成功体験を共有するものである。同様のプログラムが、若者についても実施されている。留意さ

れるべきこととして、難民や避難民に保健医療サービスを提供することは極めて重要であり、加

盟諸国にとって大きな負担となっている。 

 

 

ピエール・ブアシ議員（レバノン） 

ブアシ議員は、新型コロナの影響を中心に発表を行った。以下要旨。 

 

新型コロナは、健康に脅威を及ぼしているという点で多くの国に同じような影響を与えているが、

この危機に対する唯一の解決策であるワクチンについては、各国間でワクチン接種の平等性は確

保できておらず、さらなる問題を生み出している。コロナが人々の心理的・精神的健康に及ぼし

ている影響も極めて重大である。ロックダウンの実施により、教育の責任がより重く母親にのし

かかっており、母親は、母と教師の両方の役割を担わざるを得なくなっている。オンラインでの

教育の質は低く、そのため子どもたちが犠牲になっているとの懸念がある。レバノンは、国とし

てインド、中国、ブラジル、スカンジナビア諸国と競合しており、子どもたちは競争力を身につ

ける必要があるが、このままでは子どもたちは 2 年間十分な教育を受けられない状況になりかね

ない。 

 

経済への影響も危機的である。COVID-19 は様々なプロジェクトを 2 年から 3 年押し戻してしま

った。最も資金力のある国は最も早く回復するだろうが、レバノンの場合には、技能を有する市

民は国外に移住してしまうという懸念がある。他にも、家庭内暴力、児童婚、住宅問題など、解

決が必要な数多くの問題がある。国会議員は、これらの問題に立ち向かい、対処するための適切

な予算と立法を確保する必要がある。 

 

 

討議 

 

セッション議⾧：アセム・アラジ議員（レバノン） 

レバノン国民議会保健委員会の委員⾧を務めるアラジ議員は、レバノンの状況について、次のよ

うに述べた。 

 

レバノンの低迷する経済状況は、他の通貨に対するレバノン・ポンドの暴落によりさらに深刻化

し、保健セクターが窮状にある。新型コロナウイルスの感染拡大で、集中治療下にある患者数は
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1,000 人、これ以外の入院患者も 1,400 人を数える。パンデミックにより医療機器の輸入価格が

上がり、保健セクターが困難に直面している。政府の財政支援なしには 3 カ月余りのうちに立ち

行かなくなるだろう。レバノンの政情不安を背景に、多くの医師が国を出て、他のアラブ諸国で

働く事態になっている。職を失った人は何千人にも上り、今や人口のおよそ 25%が 1 日 3 ドル以

下の生活に追い込まれている。 

 

レバノンは、かつてはこのような状況にはなく、東方世界全体から目標とされる国であった。し

かし今では、政府の補助金に支えられた商品を求めて店の外で市民が争うような状況にある。ま

た、シリア難民とパレスチナ難民は 150 万人を抱え、こうした難民にもワクチン接種の必要があ

るが、これはレバノン単独の責任ではなく、国際社会で負うべき責任である。 

 

 

参加者 

一人の参加者から、「エボラウイルス病や MERS（中東呼吸器症候群）などこれまでも感染症の

流行はあったが、COVID-19 は世界全ての国に影響を与えている。今や優先課題はパンデミック

との闘いになっているが、しかし既存の問題も未だ解決されずに存続している。例えば、アラブ

世界では 1 時間に 1 人の女性が乳がんで死亡している。エボラ感染症の事例を見ても、エボラウ

イルスによる死亡率は、妊産婦に対する不十分な医療サービスに起因する死亡率より低い。レバ

ノンは、包括的な保健医療サービスの提供とリプロダクティブ・ヘルス（RH）を含む、SDGs

の達成に取り組んでいる。また、弱者層に含まれるグループとして障がい者がいるが、特化した

法律が制定されれば、障がい者がサービス及び教育を受けやすくなるだろう」との提言があった。 

 

もう一人の参加者からは、「GBV と児童婚の根絶は、UNFPA の最も重要な目標である。アラブ

世界では、15 歳から 19 歳の少女の 55%が女性器切除（FGM）の被害に遭っており、少女の 5

人に 1 人が 18 歳未満で結婚していることが指摘されている。パンデミックにより、本来なら防

げるはずの、1,300 万件の児童婚と 200 万件の FGM が発生する可能性があると懸念されている。

2030 アジェンダの達成に取り組むため、UNFPA は、少女のための初のデジタル大使「マリアム」

を発表した。マリアムはデジタル上の 15 歳のアラブ人のキャラクター少女で、多くの思春期少

女のために現状を改善する変革を提唱する。加えて、UNFPA は女性器切除の根絶のためユニセ

フと協力して、こうした有害な諸慣習を防止するべく 2 つの最大規模のプログラムを実施してい

る。これらのプログラムは、エジプト、ジブチ、スーダン、及びソマリアで実施され、2008 年

から大きな成果を上げてきたが、新型コロナの感染拡大がサービスの提供に影響を与えている。

そのため、UNFPA は社会的保護のメカニズムを整備し、対話において男性と若者を取り込むこ

とを提言している。」との意見が述べられた。 

 

さらに、レバノン障がい者連合のメンバーである参加者は、「レバノンには障がい者が多く、ま

たベイルートの爆発事故で障がい者がさらに増えたことから、障害について議論があったことは

有意義であった。」と発言した。 
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セッション 2：アラブ地域におけるリプロダクティブ・ヘルス／ライツ及びジェン

ダーに基づく暴力への取り組み 
 

スハイル・アロウイニ議員（チュニジア） 

アロウイニ議員は、セッション 2 のテーマについて、COVID-19 の現状と併せて発表を行った。

以下要旨。 

 

チュニジアの状況はレバノンと極めて似通っている。COVID-19 パンデミックがまもなく解決さ

れることが願われる。ICPD25 関連では、直近の会議はナイロビで開催され、国会議員、各国政

府、市民社会、国際機関が参加して、妊産婦の死亡、満たされていない家族計画のニーズ及びジ

ェンダーに基づく暴力（GBV）をそれぞれゼロにすることを含めた SDGs の達成へのコミットメ

ントを再確認した。 

 

アラブ世界の最新の統計によれば、避妊法の利用は 1969 年の 11%から 1994 年には 33%に、今

日では 48%にと拡大している。アラブ世界は、家族計画の目標においてははるかに遅れている。

全ての子どもには、尊厳を持って生き、教育を受け、適正な仕事を得る権利があり、こうした権

利が享受できるかは家族の子どもの数に関連している。 

 

新型コロナのパンデミックにより、妊産婦の死亡数が増加していることを懸念している。保健サ

ービスの提供に混乱や中断が生じていることや、妊産婦が医療を受けることに不安を抱き、助産

師の介助による出産ができていないためである。 

 

また、児童婚の少女が推定 70 万人にのぼることも懸念される事態であり、少女の 3 人に 1 人が

18 歳未満で結婚していることになる。アラブ世界における児童婚の少女の数を削減し、少女た

ちの精神的、心理的、及び身体的健康を守るための取り組みが求められる。リビア、イエメン、

シリア、及びイラクにおいて紛争が続く中、リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（RHR）をは

じめ、女性と少女の諸権利に取り組む上で数多くの課題がある。乳児死亡率の削減に助産師は重

要な役割を果たし得るだろう。インドネシアでは、助産師の訓練に取り組み、妊産婦の死亡数が

減少した。 

 

アラブ世界では家族計画の改善の成果により、合計特殊出生率（TFR）が減少した。カップル当

たりの子どもの数は、1969 年の 6.9 人から 1994 年には 4.5 人、現在は 3.3 人まで減少した。と

はいえ、この数字は依然として高すぎる。COVID-19 パンデミックにより ICPD 行動計画実施が

失速しており、さらなる取り組みが求められる。 

 

 

リナ・サブラ レバノン家族計画協会（SALAMA）事務局⾧（レバノン） 

サブラ事務局⾧は、ナイロビ・サミットで表明されたアラブ地域諸国のコミットメントの概要を

含め、セッション 2 の主題である SRHR と GBV について発表を行った。以下要旨。 
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多くの政府は、持続可能な開発のための 2030 アジェンダの達成に向けた行動計画に、リプロダ

クティブ・ヘルス（RH）やセクシュアル・ヘルスに関する行動計画を盛り込んでいる。この枠

組みにより、各国政府は RH、セクシュアル・ヘルスに関する目標の達成に向けて新たな勢いを

得て、この数十年の間にある程度の進展を遂げた。しかしながら、目標達成までにはさらなる取

り組みが必要となる。妊娠を望まない女性は 1 億 9,000 万人にのぼるが、避妊法についての知識

がなかったり、利用することができない状況である。 

 

また、女性の 3 人に 1 人がパートナーからの暴力または性的暴力に晒されている。セクシュア

ル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（SRHR）は、人の命を救うものと期待されるが、こう

した進歩的な見解は国レベルでは行動に移されておらず、その結果、女性の命を救うまでには至

っていない。 

 

ナイロビ・サミットは、ICPD アジェンダの実施を加速させるために開催されたものである。会

議には、2030 アジェンダ達成を確保するため、各国政府、国会議員、市民社会、研究者、民間

セクター、国際金融機関、その他関係者が参加し、2030 アジェンダの実現を公約した。国際家

族計画連盟（IPPF）は、こうした公約を実現し、全ての人が SRH サービス、安全な中絶、及び

性教育が利用できるように図り、性暴力及び GBV を根絶することに取り組んでいる。 

 

アラブ地域においては、12 カ国の政府が 69 の公約を表明している。このうち 59 のコミットメ

ントが、SRH サービスの利用を含む優先課題に直接関係するものである。ナイロビ・サミット

後、一部の国はより進歩的なアプローチを採択したが、安全な中絶については各国の法律上の問

題もあり、取り組んでいる国はない。 

 

新型コロナのパンデミックにより、GBV が増加し、SRH サービスへの利用は減少している。全

世界は、ナイロビ ・コミットメントを重視し、その実現に取り組むべきである。SRH に優先的

に取り組むため、各国政府は、SRH に関連する戦略的アプローチを取り入れ、ユニバーサル・

ヘルス・カバレッジ（UHC）及び SDGs に重点を置く必要がある。 

 

 

討議 

 

セッション議⾧：カディジャ・エルハム議員（アフガニスタン） 

議⾧を務めたエルハム議員は、SDGs 及び GBV の問題を中心に議論できることが嬉しいと述べ

た。アフガニスタンの治安状況は悪く、女性は外に働きに出ることはできず、GBV も極めて多

いと説明した。 

 

 

参加者 

パレスチナを代表する参加者は、「パレスチナでは日常的に様々な理由で少女が殺害されており、

犯罪者は適正に罰せられないままとなっている。女性に対する暴力（VAW）は全て犯罪とされ
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るべきである。パレスチナでは、イスラエルによる占領のため、持続可能な開発が困難である。

アラブ諸国の国会議員は、イスラエルに対して国際法の遵守と、避難民に土地を返還するよう働

きかけてほしい。また、パレスチナ出身の全ての人々がイスラエルの刑務所から釈放されること

も重要である」と述べた。 

 

会場からの質問に答える中で、チュニジアでは伝統的な避妊法と現代的な避妊法の両方が使用さ

れていること、また医学的妊娠中絶が女性に認められていることが明らかにされた。 

 

 

セッション 3：ICPD25 コメットメントの取り組みへの若者及び女性の関与 
 

サマル・ハッダード元議員／Union Toward Civilized Society 会⾧（レバノン） 

ハッダード博士は、女性のニーズと権利、そして女性が直面する障壁の 2 つの観点から女性の問

題について論じた。以下要旨。 

 

女性は世界の人口の半分を構成するが、平等という点で男女間には大きな格差がある。女性は、

リソースの利用が限られており、より脆弱な立場にある。危機に直面する中、女性への投資と女

性の状況改善によって、生計、生活の質だけでなく、開発全般にプラスの効果が生じることが明

らかになっている。 

 

男女間の格差を無視することは、社会と社会の発展に影響を与える。パンデミック中に実施され

た国際的な調査によれば、格差縮小のための努力は、政治的にも、ヘルスケアなどの面でも鈍化

しており、武力紛争下にある地域では、さらに大きな影響を受けている。 

 

レバノンにおける女性が直面する課題について挙げると、農村地域や周縁化された地域では、伝

統に基づいたステレオタイプの考え方が女性に影響を及ぼしている。女性は主婦として家庭で働

くことが期待される。その結果、資源の利用に不平等が生じる。新型コロナにより、状況は一層

悪化した。新型コロナは基本的権利に影響を及ぼしている。開発は、女性に健康で豊かな生活と、

適切な教育を与え、これは雇用機会、政治的・経済的参画にも影響を及ぼす。 

 

女性や子どもに対する暴力は、レバノンを含め世界各国で増加している。レバノンでは、家庭内

暴力に関する電話相談件数が 2 倍に増えた。ロックダウン中は、加害者と被害者が同じ場所に留

まることになるため、さらに問題となっている。しかも、加害者の処罰を求める試みはほとんど

なされていないようである。とはいえ、レバノンでは皮肉なことに、女性が政治変革を求める最

前線にいる。女性のニーズや権利を守るためにも、ICPD25 アジェンダに重点的に取り組むこと

が不可欠である。 
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サミ・ファトファト議員（レバノン） 

レベノンの最年少の国会議員であるファトファト議員は、若者を代表して発表を行った。以下要

旨。 

 

政府によるロックダウン措置は、これまでも、またこれからも、若者に社会的・精神的・身体的

な影響を及ぼすであろう。支援が不足しているため、若者は生活が辛いと感じている。失業に加

えて、先の見通しが立たないことが若者の心の健康を脅かし、その結果、一部の者は薬物に頼る

ようになり、またうつ病になる者も出ている。 

 

パンデミック中の休校は、インターネットへの接続環境がないためにオンライン授業に参加でき

ない若者が多いため、深刻な事態を招いている。中退者も一層増加している。レバノン経済は脆

弱であり、多くの若者は、労働者保護もないインフォーマル・セクターで働いている。新型コロ

ナの影響を最も受けているのは若者であり、若者の 41%に影響が及んでいる。多くの企業が閉鎖

に追い込まれ、失業率が上昇しており、国全体に影響を及ぼしている。他の域内諸国からの援助、

そして各国が分担して取り組むことが求められる。 

 

若者の開発発展のために予算が取り置かれているが、必要とされているのは、適切な計画である。

廉価の住宅供給の計画といった若者のための計画が必要とされている。若者たちが団結して、目

標達成を政府に働きかけることが必要である。 

 

 

討議 

 

セッション議⾧：モハメド・オマー・アルテ議員（ソマリア） 

 

参加者 

カンボジアの参加者からオンライン教育について質問があった。これに対し、オンライン授業の

利用について、また生徒がオフラインで同じリソースを利用できるシステムについて、教育大臣

が検討中であるとの回答があった。 

 

障がい者連盟の代表者からは、本会議において、障がい者が学習や教育を利用できる基盤構築を

含め、障がい者の特別なニーズについても検討してもらいたいと要望があった。 
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セッション 4：ICPD25 コミットメントの取り組みにおける国会議員の役割  
 

アミラ・アルセル議員（スーダン） 

アルセル議員は、エジプトで 1994 年に採択された ICPD 行動計画の沿革を振り返り、発表を行

った。以下要旨。 

 

1994 年に ICPD 行動計画が採択され、セクシュアル・リプロダクティブ・ライツ（SRHR）は初

めて基本的人権と考えられるようになった。その 25 年後、ナイロビに 7,000 人以上が集結して、

1994 年の ICPD 行動計画の促進について議論した。 

 

ナイロビ・サミットでは、アラブ世界の 12 カ国の政府が 69 のコミットメントに賛同した。この

うち 59 のコミットメントは、SRH、GBV 及びジェンダー平等に関する優先課題に緊密に関係す

るものである。アラブ世界に関しては、GBV、性的暴力、及びユニバーサル・ヘルス・カバレ

ッジ（UHC）に関するコミットメントがそれぞれ 18 と最も数が多い。ジェンダー平等に関する

コミットメントは 16 を数える。性教育については、6 カ国が 9 つのコミットメントを表明した。

中絶に関するコミットメントはない。レバノンは、SRH に関して具体的な政策を定めており、

チュニジアも男女に重点を置き、具体的な目標を定めたプログラムと法律を制定している。 

 

具体的なプログラムを整備し、ICPD 行動計画に取り組んでいる国の例を挙げると、モロッコは

包括的な性教育を行っており、チュニジアは SRH 及び GBV に関する情報を整備している。レバ

ノンでは ICPD 行動計画を実施するための法律が定められており、モーリタニアでは SRH に関

する政策がある。ソマリアは、女性差別を撤廃するためのプログラムを備えている。 

 

国会議員は、SDGs を達成するための行動計画を実施し、誰一人取り残されないようにする必要

がある。また、アラブ諸国において国会議員は自らの役割を遂行し、法律の強化に取り組むこと

が極めて重要である。さらに国会議員は、法律が施行され、その施行の監視がなされるように尽

力すべきである。ナイロビ・コミットメントに従い、それぞれの義務を遂行する旨の公約を全て

の機関から取りつけることも極めて重要である。国会議員は市民社会組織（CSO）と一層協力す

ることが求められており、文化的背景から見ても、成果を出すためにはそうした協力が不可欠で

ある。認識を変革する上で、女性の学者、とりわけイスラム法の専門家が力になると思われる。 

 

 

ビプロブ・タクール元議員／インド人口・開発議員連盟（IAPPD）副議⾧（インド） 

タクール元議員は、インドの状況並びに進捗について詳細な発表を行った。以下要旨。 

 

インドでは、平均余命の改善、出生率の抑制、児童婚の半減、10 代の妊娠の低減、GBV の削減

などで進展が見られた。とはいえ、インドは、妊娠を回避したいと考えている推定 400 万人に上

る女性のニーズが充たされていないなど、依然として大きな課題を抱えている。1 時間に 4 人の

女性が出産で死亡しており、女性の 3 人に 1 人が何らかの暴力に直面しており、世界の児童婚の

少女の 3 人に 1 人がインドの少女であり、また社会的・経済的格差は国内全土で非常に大きい。 
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国会議員が果たすべき役割として以下を提言する。 

- コミットメントに対し、国レベル及び州レベルの両方で、必要な財政投資／予算による

支援がなされるようにする。 

- 保健医療機関における人材確保、並びにコミュニティが継続的サービスを利用できるよ

うにする。 

- 村落の保健委員会やその他取り組みなどのメカニズムに対し、コミュニティや地元の指

導者による強力な支援を確保する。 

- 結婚を遅らせるよう提唱し、若年出産の悪影響について教育する。 

- 少女及び女性の安全を促進し、全ての少女が少なくとも第 12 学年まで修了できるように

する。 

- 思春期の保健プログラム、技能開発、移住の準備など、若者を対象としたプログラムを

支援する。 

 

 

討議 

 

セッション議⾧：モハメド・アルアマディ議員（バーレーン） 

 

参加者 

こうした国会議員や関係者の対話を促進する会議を継続的に開催してほしいとのコメントがなさ

れ、同意の声が上った。セッション議⾧は、時間的制約から、共同宣言に関する討議に移ること

を参加者に告げた。 

 

 

 

共同宣言に関する討議及び採択 
 

セッション議⾧：モハマド・スリマン・アブラシュ議員（シリア） 

共同宣言の目的及びプロジェクト活動にとっての共同宣言の重要性について、UNFPA ASRO の

地域国会議員プロジェクト・マネジャーのガーダ・ディアブ氏から簡単な説明があった。 

アブラシュ議員の進行の下、活発な討議が行われ、満場一致で共同宣言が採択された。 
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閉会式 
 

アスマ・クルダヒ UNFPA レバノン駐在代表 

クルダヒ所⾧、UNFPA ASRO 地域事務所⾧に代わり挨拶を行い、「こうした国会議員との戦略

的連携は歓迎されるものであり、今回の会議はアラブとアジアの国会議員間の交流を促進する機

会となった。経験や学んだ教訓、成果を上げたプログラムを共有することは、ICPD 行動計画を

実施し、SDGs を実現する上で不可欠なことである」と述べた。 

 

また、「このような会合は、とりわけ COVID-19 パンデミックがもたらしている状況下や、ま

たアラブ地域の危機的な状況の中で、こうした目標を推進する共同の取り組みを採択する機会を

提供する。UNFPA は、国会議員の支援に支えられており、今後の道筋となるロードマップが採

択されたことは喜ばしいことである」と述べ、挨拶を締めくくった。 

 

 

ファドゥア・バカダ IPPF アラブ世界事務局⾧ 

パガダ事務局⾧は、挨拶の中で、「新型コロナのパンデミックは、アラブ世界の保健医療セクタ

ーの脆弱性を浮き彫りにし、また政府、市民社会、及び民間セクターの相互協力なしにはコミッ

トメントを達成することはできないことを明らかにした。さらに、女性の社会的・経済的エンパ

ワーメントなしには、保健医療システムの安全な利用は実現され得ない」と強調した。 

 

 

ピエール・ブアシ議員（レバノン） 

閉会挨拶の中でブアシ議員は、「社会事業の成功は、自動販売機のようにはいかず、コインを入

れるだけで成功がもたらされるわけではない。人口・開発問題への対処には時間と忍耐を要する」

と会議内容を振り返り、さらに「国会が政府の仕事を監視し、政府閣僚にその仕事の説明責任を

負わせることが不可欠である。国会の役割には、予算の配分と監視も含まれる。国会議員は、法

律が社会の価値観を確実に反映するものとなるようにし、市民の尊厳を保護することが必要であ

る」と述べ、会議を締めくくった。 
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Day 2：現地視察 
 

参加者は最初の視察先として、ベイルート港にある政府の隔離病院を訪れた。病院のミシェル・

マタール理事⾧とカレン・サクル病院⾧が出迎え、病院について簡単な説明を行った。 

 

   
 

本病院は、レバノンの復興開発庁（CDR）と保健省の管轄下にあり、衰弱性または致死性の内

科的・外科的疾患の子ども、戦争被害者や貧困に苦しむ難民・避難民を収容している。病院は

2020 年のベイルート港の爆発事故で大きな被害に遭い、再建を必要としている。再建プロセス

を促進するために、多くの NGO や国際金融機関から寄付が寄せられている。 

 

次に、参加者は市民社会組織であるセント・ヴィンセント・デ・ポール NGO を視察した。この

NGO は、レバノン各地で貧しい子どもたちの支援にあたっている。また、忘れ去られた存在と

なっている個人や家族を見つけ出し、直接接触して実際的な支援を行っている。この NGO には

全国各地から 13 の機関が協力、メンバーは 800 人以上を数える。参加者はこの NGO のセンタ

ー3 カ所を訪れた。 

 

   
 

 

参加者は、NGO の運営陣とともに、日常の活動やプロジェクトの持続可能性について活発な議

論を行った。概要説明の後、センターの内部を案内され、NGO の実際の活動状況を見学する機

会を得た。 
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3 番目の視察先として、同じくセント・ヴィンセント・デ・ポール NGO が運営する高齢者介護

施設を訪れた。このセンターでは、見捨てられた高齢者に対して介護を提供していると説明を受

けた。 

 

  
病院受診が難しい人々に対する巡回介護サービス 

 

 

最後に、セント・ヴィンセント・デ・ポール NGO のシャトゥール障がい者連合事務局の施設を

訪れた。高齢者介護センターであるこの施設の運営陣から、日常業務について簡単な説明を聞い

た後、施設内を案内され、高齢者が行なっている活動を見学した。一例として、高齢者は鶏の飼

育を手伝っており、育った鶏が卵を生むようになると、それを売って得た収益金の一部が高齢者

に支給されている。このようにして高齢者の小規模事業への関与や起業にも貢献している。 
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付録：宣言文 

 

ICPD25 フォローアップに関するアラブ・アジア国会議員会議  

2021 年 3 月 23～24 日 

レバノン・ベイルート 

  

2021 年 3 月 23～24 日にレバノン・ベイルートで開催された ICPD25 に関するアラブ・アジア

国会議員会議に参加した私たちアラブ・アジア地域の国会議員は、アラブ・アジア地域の持続可

能な開発の取り組みにおいて、国際人口開発会議（ICPD）ナイロビ・コミットメント

（ICPD25 コミットメント）の実施が不可欠であることに留意し、ICPD25 の実施に取り組むア

ラブ・アジア地域国会議員の 4 回目の協力事業となる本会議が、関連問題を中心テーマに開催さ

れることを歓迎する。 

 

私たちは、アラブ及びアジア諸国の持続可能な開発の達成、並びに持続可能な開発目標

（SDGs）の推進のために、地域間交流を通じた本会議は極めて重要であると考える。 

 

ICPD25 コミットメントの地域レビューの成果、直面した課題、及び提言に鑑み、私たちは以下

の通り合意した。 

 

1. 1994 年にカイロで開催された ICPD、及びミレニアム開発目標（MDGs）の採択以降、進捗

が図られてきたことを認識する。 

 

2. ICPD アジェンダの実行における、ICPD25 ナイロビ・サミット及びその ICPD25 コミット

メントの重要性を認識する。 

 

3. 人々が社会を構成していることを再確認し、ICPD25 コミットメントの実現なしには、

SDGs は達成されないことを確認する。 

 

4. これまで成し遂げられた進捗にも関わらず、アラブ・アジア地域において ICPD 行動計画は

未完のままであり、最近採択された ICPD25 コミットメントを含め、行動計画の完全な履行

と、SDGs の 2030 年までの達成には、直面する課題が依然として顕著であることを改めて

指摘する。 

 

5. アラブ・アジア地域において、持続可能な開発のための 2030 アジェンダ並びに ICPD25 コ

ミットメントを再確認するとともに、各国政府が人口政策とプログラムを策定する上での指

針となる ICPD アジェンダの実施を支援する国連人口基金（UNFPA）の役割を再確認する。 

 

6. 環境を不可分な構成要素として考える持続可能な開発の概念枠組みの中で、各国の文化的側

面を考慮すると、社会・経済・政治の発展なしには人口問題に大きな進展はないことを認識

する。 
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7. COVID-19 パンデミックの影響により、ICPD25 の達成も阻害されており、世界の状況は一

層深刻化している。また、このパンデミックにより、リプロダクティブ・ヘルス（RH）及

びジェンダーに基づく暴力（GBV）に関連して、多くの社会で状況が複雑化していること

に対し、全ての人の注意を喚起する。 

 

8. UNFPA に対し、引き続き ICPD25 コミットメントの完全な実施に向けて取り組み、この勢

いを活用して、ICPD25 コミットメントの完全実施を達成するためにコンセンサスが図られ

るよう、政策を策定し、財政支援を動員することを要請する。 

  

国会議員としての役割を踏まえ、私たちは以下を約束する。 

  

- SDGs で確認されている通り、全ての人にセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス（SRH）

サービスを提供するという ICPD アジェンダの完全な実施を目指して、引き続き啓発・提言

活動を行う。この公約の実現は、妊産婦の死亡を完全に予防し、満たされない家族計画のニ

ーズをゼロにし、GBV 及び有害な慣習を根絶し、若者が健康で生産的な生活を送ることの

できる世界を実現する上で不可欠である。 

 

- ICPD 行動計画の継続的実施に対し、より強力な政治的コミットメントを確保し、国会議員

としての役割を活用して各国政府に対し、各国のコミットメントを遂行し、2030 年までに

SDGs を達成するよう要求する。 

 

- 社会・農業・経済の発展と環境保護の促進は、全ての人のリプロダクティブ・ヘルス／ライ

ツ（RHR）に好ましい状況を生み出し得ることを認識する。 

 

- ICPD25 コミットメント実施への道を開くため、法的枠組みを分析し、格差を特定し、改革

を明らかにすることを求める。 

 

- ICPD25 コミットメント実施の観点から、国家予算の増大を訴える。 

 

- SDGs に強調されている通り、GBV の根絶と若者のエンパワーメントに関する ICPD25 コ

ミットメントの完全な実施を求める啓発活動を継続する。 

 

- 人々の権利、健康、教育、経済計画の立案・開発の観点で、国の憲法に基づき ICPD アジェ

ンダに関連する法律を定め、支持する。 

 

- 人口、RH、ジェンダーの平等、経済・社会の発展、社会・環境の保護に関する重要な主体

として、若者の潜在的可能性に投資することの重要性を強調し、各国政府に対し若者への投

資機会を創出するよう奨励する。 
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- 国レベルで ICPD25 コミットメントを実施し、必要な監視の枠組みを策定／導入する方法を

見極める。 

 

- 社会的規範や法律、政策の改善、並びに人権の擁護、とりわけ最も重要なこととしてジェン

ダーの平等と女性・少女・若者のエンパワーメントを促進する改革を訴える啓発活動を行う。 

 

- 「ナイロビ行動計画」に関連する ICPD25 コミットメントを確実に実施し、未完の課題を完

了できるよう、アラブ・アジア地域の国会議員が、国レベルでそれぞれの政府と積極的に協

力し、必要な予算を確保し、資源の動員に努力する。 

 

- 人口と持続可能な開発の諸問題について、国会議員の理解を深める努力をする。国会議員は、

活動を一層活性化するため地域間の協力を増進し、国内においては国内委員会を通じて同僚

議員に積極的に働きかける。 

 

- 占領、武力紛争、緊急事態、及び人道危機の悪影響を防ぐことを目指し、各国内及び国を越

えて平和と安全を達成・維持するため、地域及び世界の政府及び議連と協力する。 

 

- 世界各地の UNFPA 事務所、援助国、並びに市民社会組織、とりわけ国際家族計画連盟

（IPPF）に対し、ICPD25 コミットメントの実施のために、各国国内委員会、及び地域議連

と協力するよう要請する。 
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付録：プログラム 
 

22 March 2021 

 Arrival of participants 

23 March 2021 – Meeting Day 1 

 (Venue:  Byblos Ballroom, Lancaster Tamar Hotel ) 

08:40-09:00 Registration (Location:  Lancaster Tamar Hotel, Tyr Meeting room) 

09:00-09:30 Opening (Venue: Byblos Ballroom, Lancaster Tamar Hotel) 

 

1. Address by the Host Organization 

Hon. Pierre Bou Assi, MP Lebanon  

2. Address by the Organizer 

Hon. Teruhiko Mashiko, MP, Vice-Chair of JPFP, Member of APDA Board of Directors  

3. Address  

Dr. Luay Shabaneh, Regional Director, UNFPA ASRO 

4. Address  

Hon. Abdelhady Qasabi, MP Egypt, address red by Hon. Talaat Abed Elkawi, MP Egypt 

09:30-10:00 Group Photo & Coffee Break  

10:00-10:40 
Session 1: The Importance of Implementation of ICPD25 Commitment and Impact of COVID-
19 

 

1. Minister Plenipotentiary Tarek El-Nabulsi, Director of Development and Social Policies 
Dept. League of Arab States [20 min]  

2. Hon. Pierre Bou Assi, MP Lebanon [20 min]  

10:40-11:20 

 

Discussion [40 min] 

Session Chair: Hon. Hon. Asem Araji, MP Lebanon   

11:20-12:00 
Session 2: Addressing Reproductive Health and Rights and Gender-Based Violence in the Arab 
Region  

 
1. Hon. Souhail Alouini, MP Tunisia [20 mins]  

2. Ms. Lina Sabra, Executive Director, Lebanese Association for family health-Salama [20 min]  

12:00-12:40 

 

Discussion [40 min] 

Session Chair: Hon. Khadija Elham, MP Afghanistan  

12:40-13:50 Lunch (Location: Hotel Restaurant, Lancaster Tamar Hotel) 



19 

13:50-14:30 Session 3: Youth and Women Engagement in Addressing ICPD25 Commitments 

 
1. Dr. Samar Haddad, President of Union Toward Civilized Society- Lebanon [20 mins] 

2. Hon. Sami Fatfat, MP Lebanon (20 min ) 

14:30-15:10 
Discussion [30 min] 

Session Chair: Hon. Mohammed Omer Arteh, MP Somalia  

15:10-15:30 Session 4: Role of Parliamentarians in addressing the ICPD25 Commitments   

 

 

1. Hon. Amira Alser, MP Sudan [20 min] 

2. Hon. Hon. Viplove Thakur, Former MP India [20 min] 

15:30-16:00 Session Chair: Hon. Mohammed Alammadi, MP Bahrain 

16:00-17:00 

Discussion and Adoption of the Joint Declaration/Comminique  

Moderated by Ms. Ghada Diab, Manager, Regional Parliamentarians project, UNFPA ASRO 

Session Chair : Hon. Mohammad Suliman Abrash, MP Syria 

 

17:00-17:40 Closing Session 

 

1. Ms. Asma Kurdahi, Director of UNFPA Lebanon Country office UNFPA ASRO  

2. Ms. Fadoua Bakhadda, Director, Arab World Regional Office  

3. Hon. Pierre Bou Assi , MP Lebanon   

24 March 2021 –Study Visit 
Day -2 

08:15-08:30 Meeting at the Lobby 

08:30-09:00 Travel to Governmental Quarantine Hospital (Hospital damaged in August Explosion) 

09:00-10:00 Briefing at Governmental Quarantine Hospital 

10:00-10:30 Travelling to St Vincent De Paul NGO ( School and children center ) 

10:30-11:00 Briefing at St Vincent De Paul NGO 

11:00-12:00 Travelling Chahtoul “ Elderly Home “ ( St Vincent De Paul NGO ) 

12:00-12:30 Travelling to Handicapped Union 

13:00-14:00 Lunch at Traditional Lebanese Restaurant 

14:00-14:30 Travel back to hotel  
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 Departure of participants 

25 March 2021 

 Departure of participants 

 
Organized by: 

The Asian Population and Development Association (APDA) 
The Forum of Arab Parliamentarians on Population and Development (FAPPD) 

 
Supported by: 

The Japan Trust Fund (JTF) 

The United Nations Population Fund (UNFPA) 
 

In cooperation with  

The International Planned Parenthood Federation (IPPF)  
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付録：参加者リスト 

 

MPs and Natonal Committees on Population and Development
1 Hon. Dr. Khadija Elham Afghanistan MP
2 Hon. Zober Abdali Algeria MP
3 Hon. Mohammed Alammadi Bahrain MP
4 Hon.Dr. Damry Ouk Cambodia MP
5 Hon. Talaat Abed ElKawi Egypt MP
6 Hon. Viplove Thakur India Former MP
7 Mr. Manmohan Sharma India Executive Secretary, IAPPD
8 Hon. Teruhiko Mashiko Japan MP; Vice-Chair of JPFP

9 Hon. Abed Qaleq Azawi Iraq MP
10 Hon. Suhair Al Qaryouti Jordan MP
11 Hon. Ameed Khasawneh Jordan MP; Secretary-General of FAPPD
12 Hon.Dr. Asmaa Zahrani KSA MP

13 Hon. Pierre Bou Assi Lebanon MP

14 Hon.Dr. Fadi Alameh Lebanon MP

15 Hon.Dr. Assem Araji Lebanon MP

16 Hon.Dr. Bilal Abdallah Lebanon MP

17 Hon. Salaheddine Hadchity Lebanon MP

18 Hon. Najib Harb Lebanon MP

19 Hon. Elie Raffoul Lebanon MP

20 Hon. Elyas Hankash Lebanon MP

21 Hon. Naji El Kaddoum Lebanon MP

22 Hon. Sami Fatfat Lebanon MP
23 Hon. Noraini Ahmad Malaysia MP, Minister of higher education
24 Hon. Sakal Dev Suthiyar Nepal MP
25 Hon. Dr. Hamood Al Yahyaai Oman MP
26 Hon. Fathi Abu Ardat Palestine MP
27 Hon. Amina Kamel Sulaiman Palestine MP
28 Hon. Amihilda Sangcopan Philippines Deputy Speaker, National Assembly
29 Ms. Nenita Dalde Philippines PLCPD Secretariat
30 Hon. Hector Appuhamy Sri Lanka MP

31 Hon. Mohammed Arteh Somalia MP
32 Hon. Amira Alsir Babeker Sudan MP
33 Hon. Mohammad Suliman Abrach Syria MP
34 Hon. Souhail Alouini Tunisia MP
35 Hon. Azza Sulaiman UAE MP
36 Dr. Tien Van Nguyen Vietnam Former MP

UNFPA & International Organizations
37 Dr. Luay Shabaneh UNFPA Regional Director, ASRO
38 Ms. Ghada Diab UNFPA Project Manager, ASRO
39 Ms. Asma Kurdahi UNFPA Director, Lebanon Country Office

40 Hon. Tarek Nabulsi Egypt
Director of Development and Social
Policies Dept. League of Arab States

Parliament and Government

41 Dr. Samar Haddad Lebanon
President of Union Toward Civilized
Society (UTSC)

42 Ms. Mirna Abou Jaoudeh Lebanon UTSC, protocol arrrangement
43 Ms. Jamila AlMir Lebanon UTSC, protocol arrrangement
44 Mr. Bachir Chebli Lebanon UTSC, protocol arrrangement
45 Mr. Hicham Hatchity Lebanon UTSC, protocol arrrangement
46 Ms. Antonella Lattouf Lebanon UTSC, protocol arrrangement
47 Lebanon Army representative
48 Lebanon General Security Representative
49 Lebanon State Security Representative
50 Lebanon Interior Security Representative
51 Lebanon Beirut Bar Association Representative

IPPF
52 Ms. Fadoua Bakhadda Tunisia Director, Arab World Regional Office

53 Mr. Mustafa Kemayel Tunisia Assistant to Regional Director

54 Ms. Lina Sabra Lebanon
Executive Director of Lebanese
Association for family health-Salama

Media and Observers 
55 Ms.. Lebanon media, SBI channel
56 Ms. Lebanon media, MTV channel
57 Ms. Lebanon media, RLL channel
58 Ms. Ywan Lebanon media
59 Ms. Antoinette Jeajea Lebanon media
60 Mr. Lebanon Representative of Church
61 Mr. Lebanon Representative of Sunni Muslim mosque
62 Mr. Lebanon Representative of Shiah Muslim mosque
63 Mr. Lebanon Representative of disability community

64 Ms. Lebanon Representative of disability community
FAPPD Secretariat

65 Dr. Mohammad Al Smadi Jordan FAPPD Regional Coordinator

APDA
66 Dr. Osamu Kusumoto Japan Secretary-General; Executive Director
67 Ms. Hitomi Tsunekawa Japan
68 Dr. Farrukh Usmonov Japan

Interpreters
69 Interpreter
70 Interpreter

71 Interpreter

Lebanon Meeting Participants' List
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